
よくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

ア

⑴ わたしのまちのいいところにきづいている。 4 3 2 1

⑵
じぶんのまちがすきで、まちのひとと なかよく
したいとおもっている。

4 3 2 1

イ

⑴
みのまわりのかんきょうに　きょうみをもち、
もっと　しりたいことを　みつけることができる。

4 3 2 1

⑵
しりたいことを　ひとにきいたり、としょしつで
しらべたりすることができる。

4 3 2 1

ウ

⑴
きになることについて、じぶんでかんがえて、
やりたいことをきめることができる。

4 3 2 1

⑵
しらべてわかったことを　せいりして、まとめる
ことができる。

4 3 2 1

エ

⑴
みのまわりの　すきなばしょやひとについて、
かんがえたことをつたえることができる。

4 3 2 1

⑵
こくごで　まなんだ　はっぴょうのしかたを
つかって、はっぴょうをすることができる。

4 3 2 1

オ

⑴
がっこうやちいきのしぜんについて　ともだちといっしょに　たのしん
でしらべようとしている。

4 3 2 1

⑵
いきものやしぜんのへんかにきづき、やさしく
ふれたり、たいせつにしようとしている。

4 3 2 1

カ

⑴
ともだちと　ちからを　あわせて　たのしい
がっこうせいかつをおくろうとしている。

4 3 2 1

⑵
じぶんのすんでいるまちのことをしり　あんぜんに　せいかつしようと
する。

4 3 2 1

まなびたいことをみつけ　じぶんのかんがえをもってがくしゅうする。

きづいたことをまとめ　おもいやかんがえをともだちにつたえる。

がっこうやちいきのしぜんにきょうみをもち　ともだちとすすんでとりくむ。

ともだちときょうりょくして　すごしやすいがっこうせいかつにしようとする。
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じぶんのすむちいきのしぜんや　ひとびとのくらしをしる。

やりたいことにあわせたまなびかたを　みにつける。

内容観点
評価


